
(57)【要約】

【課題】　回路遮断器のサイズをコンパクトに維持しな

がらも、アークの消弧動作時に発生するアークガスをケ

ースの外部に迅速に排出することにより、短絡遮断性能

を向上させることができる回路遮断器を提供する。

【解決手段】　本回路遮断器は、ケース110と、固定接

触子138と可動接触子137との接触又は分離によって回路

を開閉する開閉ユニット130と、固定及び可動接触子に

隣接するように複数個が積層設置されるアークグリッド

142と、アークグリッドに隣接するように設置され、ケ

ース上部に第１排気口151を備えてアークガスを排気す

るための第１アークバリア152と、固定及び可動接触子

に隣接するように、ケース下部に形成される開口に設置

され、アークガスを排出するための第２排気口161を備

える第２アークバリア160と、アークが発生した時にだ

け第２排気口を開放して、第２排気口を通してのケース

内部への埃の侵入を防止するドア170と、を具備する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 つ の ケ ー ス と 、
　 前 記 ケ ー ス 内 に 設 置 さ れ 、 固 定 接 触 子 及 び 可 動 接 触 子 を 備 え 、 前 記 固 定 接 触 子 と 前 記 可
動 接 触 子 と の 接 触 ま た は 分 離 に よ っ て 電 源 と 負 荷 と の 間 の 回 路 を 開 閉 す る 開 閉 ユ ニ ッ ト と
、
　 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト の 固 定 接 触 子 及 び 可 動 接 触 子 に 隣 接 す る よ う に 複 数 個 が 積 層 設 置 さ れ
る ア ー ク グ リ ッ ド と 、
　 前 記 ア ー ク グ リ ッ ド の 前 記 固 定 接 触 子 及 び 前 記 可 動 接 触 子 と 対 向 す る 面 の 反 対 側 に 隣 接
す る よ う に 設 置 さ れ 、 ア ー ク を 阻 止 す る と 共 に 、 上 部 に 第 １ 排 気 口 を 備 え て 前 記 ケ ー ス の
上 側 位 置 か ら ア ー ク ガ ス を 排 気 す る た め の 第 １ ア ー ク バ リ ア と 、
　 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト の 固 定 接 触 子 及 び 可 動 接 触 子 に 隣 接 す る よ う に 、 前 記 ケ ー ス の 下 部 に
形 成 さ れ る 開 口 に 設 置 さ れ 、 ア ー ク ガ ス を 排 出 す る た め の 第 ２ 排 気 口 を 備 え る 第 ２ ア ー ク
バ リ ア と 、
　 ア ー ク が 発 生 し た 時 に 前 記 第 ２ ア ー ク バ リ ア の 第 ２ 排 気 口 を 開 放 し 、 ア ー ク の 発 生 が な
い 時 に 前 記 第 ２ ア ー ク バ リ ア の 外 側 面 を 閉 じ て 、 前 記 第 ２ 排 気 口 を 通 し て の 前 記 ケ ー ス 内
部 へ の 埃 の 侵 入 を 防 止 す る ド ア と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 回 路 遮 断 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 固 定 接 触 子 は 、 発 生 し た ア ー ク ガ ス が 前 記 第 ２ ア ー ク バ リ ア の 第 ２ 排 気 口 を 通 し て
排 気 さ れ る よ う に ア ー ク ガ ス を 誘 導 す る た め に 、 前 記 第 ２ 排 気 口 と 連 通 す る 連 通 開 口 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 遮 断 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 発 生 す る ア ー ク ガ ス を 、 前 記 固 定 接 触 子 の 連 通 開 口 を 経 由 し て 、 前 記 第 ２ 排 気 口 を 通 し
て 排 出 さ れ る よ う に 誘 導 す る た め に 、 前 記 固 定 接 触 子 上 に 設 置 さ れ る ア ー ク ラ ン ナ ー を さ
ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 回 路 遮 断 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ド ア は 弾 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 遮 断 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 路 遮 断 器 に 関 し 、 特 に 、 コ ン パ ク ト な サ イ ズ を 維 持 し な が ら も 、 ア ー ク 消
弧 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る モ ー ル ド ケ ー ス 回 路 遮 断 器 （ Ｍ ｏ ｕ ｌ ｄ 　 Ｃ ａ ｓ ｅ ｄ 　
Ｃ ｉ ｒ ｃ ｕ ｉ ｔ 　 Ｂ ｒ ｅ ａ ｋ ｅ ｒ ） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 回 路 遮 断 器 は 、 負 荷 の オ ン /オ フ 機 能 と 、 過 負 荷 、 短 絡 、 及 び 地 絡 な ど の 事 故 電 流 発 生
時 の 線 路 遮 断 機 能 と を 有 す る 電 気 装 置 で あ っ て 、 短 絡 電 流 発 生 時 に 回 路 を 效 果 的 に 遮 断 す
る 短 絡 遮 断 性 能 が 最 も 主 な 機 能 と い え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 短 絡 遮 断 性 能 の 検 証 は 、 通 常 、 １ ０ ０ Ａ 定 格 電 流 の 回 路 遮 断 器 の 場 合 、 約 ２ ５ 倍 ～ １ ０
０ 倍 の 電 流 で あ る ２ ,５ ０ ０ ～ １ ０ ,０ ０ ０ Ａ の 過 電 流 を ２ 回 遮 断 さ せ る 試 験 を 通 し て 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 回 路 遮 断 器 の 短 絡 遮 断 性 能 を 向 上 さ せ る た め の 条 件 と し て は 、 過 電 流 の よ う な 異 常 電 流
を 遮 断 す る 瞬 間 、 即 ち 、 可 動 接 触 子 が 電 源 部 側 に 連 結 さ れ た 固 定 接 触 子 （ 電 源 側 固 定 接 触
子 と も 呼 ば れ る ） か ら 離 れ る 瞬 間 に 発 生 す る 高 温 の ア ー ク 及 び 高 圧 の ア ー ク ガ ス を 效 果 的
に 抑 制 、 消 滅 ま た は 排 出 さ せ る 消 弧 能 力 、 可 動 接 触 子 が 固 定 接 触 子 か ら 離 れ る 瞬 間 か ら 放
電 ギ ャ ッ プ が 無 く な る ま で の 時 間 を 最 小 化 し て ア ー ク を 最 大 限 迅 速 に 消 滅 さ せ る 迅 速 性 、
並 び に 、 可 動 接 触 子 が 固 定 接 触 子 か ら 離 れ る 瞬 間 に 発 生 す る 高 熱 、 圧 力 及 び 衝 撃 か ら 十 分
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に 耐 え る 回 路 遮 断 器 の 耐 久 性 な ど が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 近 、 分 電 盤 が 小 型 化 す る こ と に よ り 、 そ の 分 電 盤 に 内 蔵 さ れ る 回 路 遮 断 器 も 小 型 化 し
て い る が 、 こ の よ う に 、 回 路 遮 断 器 の 内 部 空 間 が 次 第 に 小 さ く な っ て い る に も か か わ ら ず
、 固 定 接 触 子 に 連 結 さ れ る 負 荷 器 の 容 量 は 増 大 し て お り 、 こ の た め に 、 同 サ イ ズ の 回 路 遮
断 器 に よ り 高 い 短 絡 遮 断 性 能 を 得 る こ と が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 回 路 遮 断 器 の 構 造 は 、 大 き く は 、 検 出 ユ ニ ッ ト 、 開 閉 ユ ニ ッ ト 及 び 消 弧 ユ ニ ッ ト か ら 構
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 検 出 ユ ニ ッ ト は 、 異 常 電 流 を 感 知 し て 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト を 作 動 さ せ 、 前 記 開 閉 ユ ニ
ッ ト は 、 前 記 検 出 ユ ニ ッ ト に よ り 作 動 さ れ て 前 記 可 動 接 触 子 を 動 か し て 線 路 を 遮 断 す る か
、 ま た は 手 動 で 前 記 可 動 接 触 子 を 動 か し て 線 路 を オ ン /オ フ さ せ 、 前 記 消 弧 ユ ニ ッ ト は 、
異 常 電 流 発 生 時 に 電 源 側 固 定 接 触 子 の 接 点 か ら 発 生 す る ア ー ク 及 び 高 圧 の ア ー ク ガ ス を 消
滅 及 び 排 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 且 つ 、 回 路 遮 断 器 に お い て は 、 分 電 盤 及 び 配 電 盤 に 取 り 付 け ら れ た 各 部 品 の 現 在 の 状 態
を 遠 隔 地 の 制 御 室 で 監 視 及 び 制 御 で き る よ う に 付 属 装 置 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 回 路 遮 断 器 の オ ン 状 態 と は 、 可 動 接 触 子 が 電 源 側 固 定 接 触 子 と 負 荷 側 固 定 接 触 子 と を 連
結 し て 、 線 路 を 連 結 さ せ て い る 状 態 で あ り 、 回 路 遮 断 器 の オ フ 状 態 と は 、 人 為 的 に 開 閉 ユ
ニ ッ ト を 作 動 さ せ て 、 可 動 接 触 子 が 電 源 側 固 定 接 触 子 と 負 荷 側 固 定 接 触 子 と を 離 し て 、 線
路 を 非 連 結 さ せ て い る 状 態 で あ り 、 回 路 遮 断 器 の ト リ ッ プ 状 態 と は 、 検 出 ユ ニ ッ ト で 異 常
電 流 を 感 知 し て 自 動 で 開 閉 ユ ニ ッ ト を 作 動 さ せ て 、 可 動 接 触 子 が 電 源 側 固 定 接 触 子 と 負 荷
側 固 定 接 触 子 と を 遮 断 す る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ７ は 従 来 の 回 路 遮 断 器 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ８ は 従 来 の 回 路 遮 断 器 を 示 す 平
面 図 で あ り 、 図 ９ は 図 ８ の Ｉ － Ｉ 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ９ （ Ａ ） は 回 路 遮 断 器 の オ ン 状 態 を
、 図 ９ （ Ｂ ） は 回 路 遮 断 器 の オ フ 状 態 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 に 示 す よ う に 、 従 来 の 回 路 遮 断 器 １ は 、 本 体 ２ の 内 部 に 、 過 電 流 を 感 知 す る 検 出 ユ
ニ ッ ト ３ と 、 前 記 検 出 ユ ニ ッ ト ３ に よ り 又 は 手 動 操 作 に よ り 、 可 動 接 触 子 ４ が 電 源 側 固 定
接 触 子 ５ と 負 荷 側 固 定 接 触 子 ６ と を 選 択 的 に 遮 断 さ せ る よ う に す る 開 閉 ユ ニ ッ ト ７ と 、 異
常 電 流 発 生 時 に 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ の 接 点 ５ ａ か ら 発 生 す る ア ー ク 及 び 高 圧 の ア ー ク ガ ス
を 消 滅 及 び 排 出 さ せ る 消 弧 ユ ニ ッ ト ８ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 検 出 ユ ニ ッ ト ３ に お い て は 、 Ｏ Ｄ Ｐ （ Ｏ ｉ ｌ 　 Ｄ ａ ｓ ｈ 　 Ｐ ｏ ｒ ｔ ） シ リ ン ダ ９ の
外 周 面 に 、 ト リ ッ プ コ イ ル １ ０ が 巻 線 さ れ て い る 。 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト ７ に お い て は 、 前 記
本 体 ２ の 内 部 に 、 前 記 Ｏ Ｄ Ｐ シ リ ン ダ ９ を 支 持 す る ヨ ー ク １ １ が 鉛 直 に 設 置 さ れ 、 前 記 ヨ
ー ク １ １ の 上 部 に は 、 ア ー マ チ ュ ア １ ２ が 回 動 部 １ ２ ａ を 中 心 に 回 動 自 在 に 設 置 さ れ 、 前
記 ア ー マ チ ュ ア １ ２ は 、 回 動 し な が ら ト リ ッ プ バ ー １ ３ を 押 圧 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 前 記 ト リ ッ プ バ ー １ ３ に は 、 リ ン ク 部 １ ４ が 拘 束 さ れ て お り 、 前 記 リ ン ク 部 １ ４ の 上 部
に は 、 ハ ン ド ル １ ５ が ヒ ン ジ １ ５ ａ を 中 心 に 回 転 自 在 に 設 置 さ れ て い る 。 前 記 リ ン ク 部 １
４ の 側 面 に は 、 前 記 リ ン ク 部 １ ４ の 昇 下 降 移 動 を ガ イ ド す る ク レ ー ド ル １ ６ が 設 置 さ れ 、
前 記 リ ン ク 部 １ ４ の 下 部 に は 、 ク ロ ス バ ー １ ７ が 鉛 直 に 移 動 自 在 に 設 置 さ れ 、 前 記 ク ロ ス
バ ー １ ７ の 下 部 に は 、 前 記 可 動 接 触 子 ４ が 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ と 負 荷 側 固 定 接 触 子 ６ と を
連 結 し て お り 、 前 記 本 体 ２ の 底 面 に は 、 前 記 可 動 接 触 子 ４ を 上 方 に 押 圧 す る バ ネ １ ８ が 設
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 消 弧 ユ ニ ッ ト ８ に お い て は 、 消 弧 室 ８ ａ の 内 部 に 、 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ の 接 点 ５ ａ
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と 可 動 接 触 子 ４ の 接 点 ４ ａ と が 位 置 さ れ て お り 、 前 記 消 弧 室 ８ ａ に は 、 複 数 の 消 弧 器 ８ ｂ
が 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 本 体 ２ の 上 部 に は 、 ア ー ク ガ ス を 排 出 す る た め の 複 数 の 排
気 孔 ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 未 説 明 符 号 Ｓ １ は 電 源 側 端 子 を 固 定 す る 電 源 側 固 定 ス ク リ ュ ー を 、 Ｓ ２ は 負 荷 側 端 子 を
固 定 す る 負 荷 側 固 定 ス ク リ ュ ー を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 回 路 遮 断 器 １ に お い て は 、 図 ９ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 線 路
上 に 正 常 電 流 が 流 れ る 場 合 、 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ と 負 荷 側 固 定 接 触 子 ６ と の 間 を 可 動 接 触
子 ４ が 連 結 し て 、 電 流 が 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ か ら 負 荷 側 固 定 接 触 子 ６ 側 に 流 れ る よ う に な
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し な が ら 、 線 路 上 に 異 常 電 流 が 流 れ て 回 路 遮 断 器 １ が ト リ ッ プ 状 態 と な る と 、 図 ９
（ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ と 負 荷 側 固 定 接 触 子 ６ と の 間 を 可 動 接 触 子 ４ が
遮 断 し 、 電 流 が 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ か ら 負 荷 側 固 定 接 触 子 ６ 側 に 流 れ な く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 即 ち 、 線 路 上 に 異 常 電 流 が 流 れ る と 、 検 出 ユ ニ ッ ト ３ が 異 常 電 流 を 感 知 し て 前 記 開 閉 ユ
ニ ッ ト ７ を 自 動 で 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト ７ 及 び バ ネ １ ８ の 作 動 に よ り 、 前 記 可 動 接 触 子 ４ が 前 記 電 源 側 固 定 接
触 子 ５ と 負 荷 側 固 定 接 触 子 ６ と を 遮 断 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 可 動 接 触 子 ４ の 接 点 ４ ａ が 前 記 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ の 接 点 ５ ａ か ら 離 間 し 始 め て 、
各 接 点 ４ ａ 、 ５ ａ が 所 定 距 離 だ け 離 れ る よ う に な る と き 、 電 源 側 固 定 接 触 子 ５ の 接 点 ５ ａ
か ら 発 生 し た ア ー ク は 、 消 弧 ユ ニ ッ ト ８ に よ り 消 滅 す る 。 こ の と き 発 生 す る ア ー ク ガ ス は
、 排 気 孔 ２ ａ を 通 し て 本 体 ２ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 現 在 、 回 路 遮 断 器 の 小 型 化 傾 向 に よ り 、 回 路 遮 断 器 の 本 体 ２ に お け る ア ー ク 消 弧 ユ ニ ッ
ト ８ を 設 置 で き る 空 間 が 制 限 さ れ る 。 そ こ で 、 従 来 の 回 路 遮 断 器 に お い て は 、 ア ー ク の 消
弧 ユ ニ ッ ト の 水 平 設 置 長 さ を 小 さ く す る た め に 、 ア ー ク グ リ ッ ド （ Ａ Ｒ Ｃ 　 Ｇ Ｒ Ｉ Ｄ ） 、
ア ー ク バ リ ア 及 び ア ー ク 排 気 口 の 配 置 を 短 い 水 平 長 さ 内 で 垂 直 方 向 に 積 層 配 置 す る 構 造 を
有 す る よ う に な っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 っ て 、 こ の よ う な 従 来 の 回 路 遮 断 器 に お い て は 、 本 体 内 部 の 下 部 に 位 置 す る 固 定 接 触
子 と 可 動 接 触 子 と の 分 離 時 に 発 生 す る ア ー ク ガ ス を 、 本 体 ２ の 上 部 側 に 誘 導 し て 排 出 す る
構 造 を 有 す る た め に 、 排 気 口 は ア ー ク が 発 生 す る 本 体 ２ の 下 部 位 置 か ら 遠 く 離 れ て お り 、
ア ー ク ガ ス を 迅 速 に 排 出 で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 ア ー ク ガ ス を 回 路 遮 断 器 の 外 部 に 迅 速 に 排 出 す る た め に 排 気 孔 の サ イ ズ を 拡 大 す
る 場 合 に は 、 回 路 遮 断 器 の 内 部 に 埃 及 び 異 質 物 な ど が 侵 入 し て 回 路 遮 断 器 の 性 能 が 低 下 す
る た め に 、 従 来 の 回 路 遮 断 器 に お い て は 排 気 孔 の 設 計 に 大 き な 制 約 を 受 け る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 回 路 遮 断 器 の サ イ ズ を コ ン
パ ク ト に 維 持 し な が ら も 、 ア ー ク の 消 弧 動 作 時 に 発 生 す る ア ー ク ガ ス を ケ ー ス の 外 部 に 迅
速 に 排 出 す る こ と に よ り 、 短 絡 遮 断 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 回 路 遮 断 器 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 こ の よ う な 本 発 明 の 目 的 は 、 一 つ の ケ ー ス と 、 前 記 ケ ー ス 内 に 設 置 さ れ 、 固 定 接 触 子 及
び 可 動 接 触 子 を 備 え 、 前 記 固 定 接 触 子 と 前 記 可 動 接 触 子 と の 接 触 ま た は 分 離 に よ っ て 電 源
と 負 荷 と の 間 の 回 路 を 開 閉 す る 開 閉 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト の 固 定 接 触 子 及 び 可 動
接 触 子 に 隣 接 す る よ う に 複 数 個 が 積 層 設 置 さ れ る ア ー ク グ リ ッ ド と 、 前 記 ア ー ク グ リ ッ ド
の 前 記 固 定 接 触 子 及 び 前 記 可 動 接 触 子 と 対 向 す る 面 の 反 対 側 に 隣 接 す る よ う に 設 置 さ れ 、
ア ー ク を 阻 止 す る と 共 に 、 上 部 に 第 １ 排 気 口 を 備 え て 前 記 ケ ー ス の 上 側 位 置 か ら ア ー ク ガ
ス を 排 気 す る た め の 第 １ ア ー ク バ リ ア と 、 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト の 固 定 接 触 子 及 び 可 動 接 触 子
に 隣 接 す る よ う に 、 前 記 ケ ー ス の 下 部 に 形 成 さ れ る 開 口 に 設 置 さ れ 、 ア ー ク ガ ス を 排 出 す
る た め の 第 ２ 排 気 口 を 備 え る 第 ２ ア ー ク バ リ ア と 、 ア ー ク が 発 生 し た 時 に 前 記 第 ２ ア ー ク
バ リ ア の 第 ２ 排 気 口 を 開 放 し 、 ア ー ク の 発 生 が な い 時 に 前 記 第 ２ ア ー ク バ リ ア の 外 側 面 を
閉 じ て 、 前 記 第 ２ 排 気 口 を 通 し て の 前 記 ケ ー ス 内 部 へ の 埃 の 侵 入 を 防 止 す る ド ア と 、 を 具
備 す る 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 を 提 供 す る こ と に よ り 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 発 生 し た ア ー ク ガ ス が 前 記 第 ２ ア ー ク バ リ ア の 第 ２ 排 気 口 を 通
し て 排 気 さ れ る よ う に ア ー ク ガ ス を 誘 導 す る た め に 、 前 記 第 ２ 排 気 口 と 連 通 す る 連 通 開 口
を 有 す る 固 定 接 触 子 を さ ら に 具 備 す る 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 を 提 供 す る こ と に よ り 達 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 発 生 す る ア ー ク ガ ス を 、 前 記 固 定 接 触 子 の 連 通 開 口 を 経 由 し て
、 前 記 第 ２ 排 気 口 を 通 し て 排 出 さ れ る よ う に 誘 導 す る た め に 、 前 記 固 定 接 触 子 上 に 設 置 さ
れ る ア ー ク ラ ン ナ ー を さ ら に 具 備 す る 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 を 提 供 す る こ と に よ り 達 成
す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 に お い て は 、 コ ン パ ク ト な 回 路 遮 断 器 の た め の 既 存 の 消 弧 及 び
ア ー ク ガ ス 排 気 機 器 の 設 置 空 間 を 維 持 し な が ら も 、 第 ２ 排 気 機 構 の 作 動 及 び 第 ２ 排 気 口 １
６ １ を 通 し て ア ー ク ガ ス を 直 線 的 に 誘 導 し て 迅 速 に 排 出 す る こ と に よ り 、 配 線 用 遮 断 器 の
サ イ ズ や 長 さ の 増 加 な し に コ ン パ ク ト な 物 理 的 寸 法 を 維 持 し な が ら も 、 遮 断 性 能 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 回 路 遮 断 器 に お い て は 、 埃 及 び 異 質 物 が ケ ー ス １ １ ０ の 内 部 に 流 入 し な
い た め に 、 排 気 口 の 設 計 に お い て 大 き な 制 約 を 受 け な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 に よ る 回 路 遮
断 器 の 第 ２ 排 気 機 構 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 を 示 す 左 側 面 図 で
あ り 、 図 ４ は 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ５ は 図 ４ の II－ II縦 断 面 図
と し て 、 図 ５ （ Ａ ） は 回 路 遮 断 器 の オ ン 状 態 を 、 図 ５ （ Ｂ ） は 回 路 遮 断 器 の オ フ 状 態 を 示
し 、 図 ６ は 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 の 電 源 側 固 定 接 触 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 １ ０ ０ は 、 ケ ー ス １ １ ０ の 内 部 に 、
異 常 電 流 を 感 知 す る 検 出 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ と 、 可 動 接 触 子 １ ３ ７ 及 び 固 定 接 触 子 １ ３ ８ を 含
み 、 前 記 検 出 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ に よ り 又 は 操 作 ハ ン ド ル に よ る 手 動 操 作 に よ り 、 前 記 可 動 接
触 子 １ ３ ７ が 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ か ら 離 れ る よ う に す る 開 閉 ユ ニ ッ ト １ ３ ０ と 、 短 絡
電 流 や 地 絡 電 流 の よ う な 事 故 電 流 発 生 時 に 離 間 す る 前 記 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ の 接 点 １
３ ８ ａ と 前 記 可 動 接 触 子 １ ３ ７ の 接 点 １ ３ ７ ａ と の 間 で 発 生 す る ア ー ク 及 び 高 圧 の ア ー ク
ガ ス を 消 滅 及 び 排 出 さ せ る 消 弧 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ と 、 を 備 え る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 消 弧 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ に お い て は 、 消 弧 室 １ ４ １ の 内 部 に 、 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８
の 接 点 １ ３ ８ ａ 及 び 可 動 接 触 子 １ ３ ７ の 接 点 １ ３ ７ ａ が 位 置 さ れ て お り 、 前 記 消 弧 室 １ ４
１ に は 、 複 数 の ア ー ク グ リ ッ ド １ ４ ２ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 特 徴 と し て 、 ア ー ク ガ ス を ケ ー ス １ １ ０ の 外 部 に 迅 速 に 排 出 さ せ る こ
と が で き る よ う に 、 前 記 ケ ー ス １ １ ０ の 上 部 に 設 置 さ れ る ア ー ク ガ ス の 第 １ 排 気 機 構 の 他
に 、 さ ら に 、 前 記 ケ ー ス １ １ ０ の 下 部 に 第 ２ 排 気 機 構 が 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ 排 気 機 構 は 、 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト １ ３ ０ の 固 定 接 触 子
１ ３ ８ 及 び 可 動 接 触 子 １ ３ ７ に 隣 接 す る よ う に 複 数 個 が 垂 直 方 向 に 積 層 設 置 さ れ る ア ー ク
グ リ ッ ド １ ４ ２ と 、 前 記 ア ー ク グ リ ッ ド １ ４ ２ の 前 記 固 定 接 触 子 及 び 可 動 接 触 子 と 対 向 す
る 面 の 反 対 側 に 隣 接 す る よ う に 設 置 さ れ て 、 ア ー ク を 阻 止 す る と 共 に 、 上 部 に 第 １ 排 気 口
１ ５ １ を 備 え て ア ー ク ガ ス を ケ ー ス １ １ ０ の 上 側 位 置 か ら 排 気 す る た め の 第 １ ア ー ク バ リ
ア １ ５ ２ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ５ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 第 ２ 排 気 機 構 は 、 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト １
３ ０ の 固 定 接 触 子 １ ３ ８ 及 び 可 動 接 触 子 １ ３ ７ に 隣 接 す る よ う に 、 前 記 ケ ー ス １ １ ０ の 下
部 に 形 成 さ れ る 開 口 に 設 置 さ れ 、 ア ー ク ガ ス を 排 出 す る た め の 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ を 備 え る
第 ２ ア ー ク バ リ ア １ ６ ０ と 、 ア ー ク が 発 生 し た 時 に 前 記 第 ２ ア ー ク バ リ ア １ ６ ０ の 第 ２ 排
気 口 １ ６ １ を 開 放 し 、 ア ー ク の 発 生 が な い 時 に は 前 記 第 ２ ア ー ク バ リ ア １ ６ ０ の 外 側 面 を
閉 じ て 、 前 記 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ を 通 し て の ケ ー ス １ １ ０ 内 部 へ の 埃 の 侵 入 を 防 止 す る ド ア
１ ７ ０ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 ド ア １ ７ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク の よ う に 弾 性 の あ る 樹 脂 材 に よ り 製 作 さ れ る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 第 ２ 排 気 機 構 の 構 成 を 、 図 ２ を 参 照 し て よ り 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 三 相 交 流 用 回 路 遮 断 器 に 本 発 明 が 適 用 さ れ る 場 合 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス １ １ ０ の
下 側 外 面 に は 、 三 つ の 支 持 突 起 １ ７ １ が 、 ド ア １ ７ ０ を 支 持 す る た め に 三 相 に 対 応 し て 備
え ら れ 、 そ の 支 持 突 起 １ ７ １ は 、 前 記 第 ２ ア ー ク バ リ ア １ ６ ０ の 下 部 に 備 え ら れ た ホ ー ル
hを 貫 通 し て 突 出 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ ア ー ク バ リ ア １ ６ ０ も 共 に 支 持 し て い る 。 前 記
支 持 突 起 １ ７ １ が 挿 入 さ れ る よ う に 、 前 記 ド ア １ ７ ０ の 下 部 に は 支 持 ホ ー ル １ ７ ２ が 形 成
さ れ 、 前 記 ケ ー ス １ １ ０ の 開 口 部 の 上 部 両 側 面 に は 、 一 対 の 支 持 突 起 １ ７ ３ が 形 成 さ れ 、
前 記 支 持 突 起 １ ７ ３ が 係 合 す る よ う に 、 前 記 ド ア １ ７ ０ の 上 部 両 側 面 に は 相 応 す る 支 持 溝
１ ７ ４ が 形 成 さ れ る 。 前 記 支 持 突 起 １ ７ ３ と 前 記 支 持 溝 １ ７ ４ と 間 の 係 合 維 持 力 は 、 ア ー
ク 発 生 時 の ア ー ク ガ ス 圧 よ り 大 き く な ら な い よ う に し て 、 ア ー ク 発 生 時 に は 、 ア ー ク ガ ス
圧 に よ り ド ア １ ７ ０ が 開 放 さ れ 、 ア ー ク の 発 生 が な い 正 常 電 流 通 電 時 に は 、 ド ア １ ７ ０ が
閉 じ て ケ ー ス １ １ ０ 内 へ の 埃 の 侵 入 を 防 止 す る よ う に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 前 記 固 定 接 触 子 １ ３ ８ は 、 発 生 し た ア ー ク ガ ス が 第 ２ ア ー ク バ リ ア
１ ６ ０ の 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ を 通 し て 排 気 さ れ る よ う に ア ー ク ガ ス を 誘 導 す る た め に 、 前 記
第 ２ 排 気 口 １ ６ １ と 連 通 す る 連 通 開 口 １ ３ ８ ｂ を 有 す る 。 よ り 詳 し く は 、 前 記 固 定 接 触 子
１ ３ ８ は 、 ほ ぼ 「 Ｕ 」 字 型 の 電 導 性 を 有 す る 、 例 え ば 、 黄 銅 か ら な る 金 属 部 材 で あ っ て 、
一 端 部 に 接 点 １ ３ ８ ａ が 付 着 さ れ る 下 側 水 平 部 １ ３ ８ ｅ と 、 そ の 下 側 水 平 部 １ ３ ８ ｅ の 他
端 部 か ら 垂 直 方 向 に 延 長 し 、 連 通 開 口 １ ３ ８ ｂ を 形 成 す る よ う に 互 い に 離 隔 し た 二 つ の 垂
直 柱 か ら な る 垂 直 部 １ ３ ８ ｆ と 、 そ の 垂 直 部 １ ３ ８ ｆ か ら 接 点 １ ３ ８ ａ が 付 着 さ れ た 前 記
下 側 水 平 部 １ ３ ８ ｅ の 一 端 部 側 に 折 曲 さ れ て 延 長 さ れ る 上 側 水 平 部 １ ３ ８ ｂ と 、 か ら 構 成
さ れ る 。 前 記 上 側 水 平 部 １ ３ ８ ｂ は 、 電 源 側 電 線 が 連 結 さ れ る 端 子 と し て も 機 能 す る が 、
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前 記 上 側 水 平 部 １ ３ ８ ｂ 上 に 電 源 側 電 線 が 連 結 さ れ た 状 態 で 位 置 固 定 す る た め に 、 前 記 上
側 水 平 部 １ ３ ８ ｂ 上 に は 、 端 子 ス ク リ ュ ー Ｓ １ と 螺 合 さ れ る 内 周 面 の あ る ス ク リ ュ ー ホ ー
ル １ ３ ８ ｈ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 事 故 電 流 発 生 時 、 前 記 可 動 接 触 子 １ ３ ７ の 接 点 １ ３ ７ ａ と 固 定 接 触 子 １ ３ ８ の 接 点 １ ３
８ ａ と の 間 で 発 生 す る ア ー ク 及 び ア ー ク ガ ス を 、 前 記 固 定 接 触 子 １ ３ ８ の 連 通 開 口 １ ３ ８
ｂ を 経 由 し て 、 前 記 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ を 通 し て 排 出 さ れ る よ う に 誘 導 す る た め に 、 前 記 固
定 接 触 子 １ ３ ８ 上 に は ア ー ク ラ ン ナ ー １ ３ ８ ｃ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 未 説 明 符 号 Ｓ ２ は 、 負 荷 側 電 線 を 固 定 的 に 連 結 す る た め の 負 荷 側 端 子 ス ク リ ュ ー 、 Ｃ は
、 可 動 接 触 子 と 負 荷 側 固 定 接 触 子 と を 連 結 す る 金 属 材 の ケ ー ブ ル （ シ ャ ン ト （ ｓ ｈ ｕ ｎ ｔ
） と も 呼 ば れ る ） を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 １ ０ ０ に お い て は 、 線 路 上 に 正 常 電 流 が
流 れ る 場 合 、 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ と 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ３ ９ と の 間 を 可 動 接 触 子 １ ３
７ が 連 結 し て 、 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ か ら 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ３ ９ 側 に 電 流 が 流 れ る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 し か し な が ら 、 電 源 と 負 荷 と 間 の 回 路 上 に 短 絡 電 流 や 地 絡 電 流 の よ う な 事 故 電 流 が 流 れ
る と 、 前 記 検 出 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ が こ れ を 検 出 し て 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト １ ３ ０ を 動 作 さ せ る こ
と に よ り 、 開 閉 ユ ニ ッ ト １ ３ ０ の 可 動 接 触 子 １ ３ ７ を 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ ａ か ら 離 間
さ せ る 。 従 っ て 、 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ か ら 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ３ ９ 側 に 流 れ る 電 流 が
遮 断 さ れ 、 こ の 状 態 を 回 路 遮 断 器 の ト リ ッ プ 状 態 と い う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 即 ち 、 線 路 上 に 異 常 電 流 が 流 れ る と 、 検 出 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ が 異 常 電 流 を 感 知 し 、 前 記 開
閉 ユ ニ ッ ト １ ３ ０ を 自 動 で 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 開 閉 ユ ニ ッ ト １ ３ ０ 及 び バ ネ Ｅ の 作 動 に よ り 、 前 記 可 動 接 触 子 １ ３ ７ が 上 昇 し て 、
前 記 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ と 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ３ ９ と 間 の 電 路 を 遮 断 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 可 動 接 触 子 １ ３ ７ の 接 点 １ ３ ７ ａ が 前 記 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ の 接 点 １ ３ ８ ａ か
ら 離 間 し 、 各 接 点 １ ３ ７ ａ 、 １ ３ ８ ａ が 所 定 距 離 だ け 離 れ る と 、 接 点 １ ３ ７ ａ 、 １ ３ ８ ａ
か ら 発 生 し た ア ー ク は 、 消 弧 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ に よ り 消 滅 す る 。 即 ち 、 こ の と き 発 生 す る ア
ー ク 及 び ア ー ク ガ ス の 一 部 は 、 第 １ 排 気 機 構 の 第 １ 排 気 口 １ ５ １ を 通 し て ケ ー ス １ １ ０ の
外 部 に 排 出 さ れ 、 ア ー ク ガ ス の 残 り は 、 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ の 連 通 開 口 １ ３ ８ ｂ 及 び
第 ２ 排 気 機 構 の 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ を 通 し て ケ ー ス １ １ ０ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 前 記 ア ー ク
ラ ン ナ ー １ ３ ８ ｃ は 、 初 期 ア ー ク を 円 滑 に 誘 導 す る 役 割 を す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 に お い て は 、 ア ー ク ガ ス を 排 出 す る た め の 構 成 と し て 、 既 存 の
第 １ 排 気 機 構 の 他 に 、 さ ら に 、 ア ー ク 及 び ア ー ク ガ ス を 直 線 的 に 誘 導 し て 迅 速 に 排 出 で き
る 第 ２ 排 気 機 構 を 備 え て い る た め 、 ア ー ク ガ ス が ケ ー ス １ １ ０ の 外 部 に 迅 速 に 排 出 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 前 記 ド ア １ ７ ０ は 、 ア ー ク ガ ス を 排 出 し な い と き は 、 前 記 第 ２ 排 気 機 構 の 第 ２ 排
気 口 １ ６ １ を 閉 じ て い る が 、 ア ー ク ガ ス を 排 出 す る と き は 、 ア ー ク ガ ス の 圧 力 に よ り ケ ー
ス １ １ ０ の 外 側 に 曲 が り な が ら 前 記 第 ２ 排 気 機 構 の 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ を 開 放 し 、 ア ー ク ガ
ス を 排 出 し た 後 に は 、 元 の 位 置 に 復 帰 し て 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ を 再 び 閉 じ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 電 源 側 固 定 接 触 子 側 に の み 本 発 明 に よ る 第 ２ 排 気 機 構 が 適 用 さ れ
た 場 合 を 説 明 し た が 、 双 接 点 形 の 可 動 接 触 子 、 並 び に 、 こ れ に よ っ て 電 源 及 び 負 荷 側 固 定
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接 触 子 に 隣 近 し て 二 つ の 消 弧 ユ ニ ッ ト が 設 け ら れ る 回 路 遮 断 器 の 場 合 は 、 第 ２ 排 気 機 構 は
、 負 荷 側 固 定 接 触 子 に 隣 近 す る よ う に 追 加 設 置 す る こ と が で き る 。 且 つ 、 前 記 実 施 形 態 で
は 、 電 源 側 固 定 接 触 子 １ ３ ８ に の み 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ と 連 通 す る 連 通 開 口 １ ３ ８ ｂ 及 び ア
ー ク ラ ン ナ ー １ ３ ８ ｃ が 設 け ら れ る も の を 説 明 し た が 、 前 述 の よ う に 双 接 点 形 の 可 動 接 触
子 、 並 び に 、 こ れ に よ っ て 電 源 及 び 負 荷 側 固 定 接 触 子 に 隣 近 し て 二 つ の 消 弧 ユ ニ ッ ト が 設
け ら れ る 回 路 遮 断 器 の 場 合 は 、 第 ２ 排 気 口 １ ６ １ と 連 通 す る 連 通 開 口 １ ３ ８ ｂ 及 び ア ー ク
ラ ン ナ ー １ ３ ８ ｃ は 、 負 荷 側 固 定 接 触 子 １ ３ ９ 上 に も 設 け る こ と が で き る な ど 、 多 様 に 変
形 し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 の 第 ２ 排 気 機 構 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 を 示 す 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 回 路 遮 断 器 の オ ン 状 態 を 示 す 図 ４ の II－ II縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 回 路 遮 断 器 の オ フ 状 態 を 示 す 図 ４ の II－ II縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 回 路 遮 断 器 の 電 源 側 固 定 接 触 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 回 路 遮 断 器 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 従 来 の 回 路 遮 断 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 回 路 遮 断 器 の オ ン 状 態 を 示 す 図 ８ の Ｉ － Ｉ 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 回 路 遮 断 器 の オ フ 状 態 を 示 す 図 ８ の Ｉ － Ｉ 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ の 従 来 の 回 路 遮 断 器 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 回 路 遮 断 器 の 電 源 側 固 定 接 触 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ ０ ０ 　 　 回 路 遮 断 器
　 １ １ ０ 　 　 ケ ー ス
　 １ ２ ０ 　 　 検 出 ユ ニ ッ ト
　 １ ３ ０ 　 　 開 閉 ユ ニ ッ ト
　 １ ３ ７ 　 　 可 動 接 触 子
　 １ ３ ７ ａ 　 　 接 点
　 １ ３ ８ 　 　 電 源 側 固 定 接 触 子
　 １ ３ ９ 　 　 負 荷 側 固 定 接 触 子
　 １ ４ ０ 　 　 消 弧 ユ ニ ッ ト
　 １ ４ １ 　 　 消 弧 室
　 １ ４ ２ 　 　 ア ー ク グ リ ッ ド
　 １ ５ ０ 　 　 第 １ 排 気 機 構
　 １ ５ １ 　 　 排 気 口
　 １ ６ ０ 　 　 第 ２ 排 気 機 構
　 １ ７ ０ 　 　 ド ア
　 １ ７ １ 　 　 固 定 突 起
　 １ ７ ２ 　 　 支 持 ホ ー ル
　 １ ７ ３ 　 　 支 持 突 起
　 １ ７ ４ 　 　 支 持 溝
　 １ ３ ８ ｂ 　 　 連 通 開 口
　 １ ３ ８ ｃ 　 　 ア ー ク ラ ン ナ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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